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（日）
Z11．8
－
215．0
207．5
織 計
｢霊貢
25．754．5
20．858．5
31．360．0
????
13．9
15．1
12．5
60．4
6イ．Z
56．3
6．9
3．8
10．4
10．921．8
9．イ22．6
12．520．8
177．1
183．|，
170．1
建設業
卸売・小売
乗
沌気・ガス
・黙供給薬
遍輸・通信
業
金融業
サービス業
その他
業 25．025．0
23．847．6
16．783．3
0．00．0
イイ．イ55．8
0．0100.0
80．020．0
0．050．0
1イ．314．3
0．00．0
0．0100．0
0．00．0
0．00．0
0．00．0
50．00．00．050．0
イ7．69．519．0Z3．8
83．．30．016．70．0
100．00．00.00．0
66．70．011．122．2
100．00．00.00．0
20．060．00．020．0
174．5161．§
216．219イ．7
Z19．5196．7
25．016．0
143．31イ5.7
224.5210．0
124．5117．イ
梱
別
?????
300人未潤
300人以上
1000人以上
3000人以上
5000人以上
10000人以上
50．050．00．0．0．0
25．057．13．61イ．3
2イ．’58．610．36．9
25．050．00．025．0
13．353．3．13．320．0
40．046．70．013．3
100．0
50．0
62．1
50．0
73．3
66．7
U60．00．0
ｲ 1
.
〕 － －
0．00．0
10．721．イ
13．83．イ
0．08．3
0．013．3
0．06．7
0．0
17．9
20．7
41．7
13．3
26．7
174．5
211．2
216．7
204．5
221．4
1イ5．3
161．0
177．2
190．5
1イ7．8
198．8
150．Z
56－3
区分 割合
合計 100.0
年次有給休暇の取得で十分対応できる
労働組合､従業員からの要求がない
人手が不足している
会社の費用負担が大きい
中途採用者との調整が難しい
出向者の扱いが難しい
職場間､従業員間での取得差が大きいと予想される
従業員の理解を深めるのが難しい
長期の休暇をとることに取得者に不安がある
同業他社もやっていない
親会社もやっていない
子会社や下請け会社もやっていない
その他
43．8
10．8
32．3
31.5
6．7
3．0
34．4
3.1
10.7
19.8
7．4
0．9
5．8
区分 割合
?
????
100.0
?
????
大変効果があった
まあまあ効果があった
どちらでもない
あまり効果がなかった
まったく効果がなかった
18．2
57．8
12．7
7．3
0．4??????????
従業員の活性化
従業員の健康保持増進
従業員の自己啓発
従業員の生活設計の機会拡大
従業員のモラルアップ
従業員の家庭生活の充実
従業員の労働時間の短縮
生産性の向上
事業所のイメージアップ
その他
55．4
17．7
11．4
9．4
27．0
39．6
9．5
1．8
10．7
1．1
おわりに
以上、休暇制度に関して論じてきたが、最後にまとめを行っておきたい。
今日、労働者の社会的文化的生活の充実また自己実現という観点からして、労働時間を
いかに短縮するかが重要な課題であり、その一環として年休の取得率を高め、また多様な
タイプの休暇の普及・促進を図っていくことがさまざまなレベルで追求されねばならな
い。
まず、年休に関しては、当面、計画年休を、Fイツのように定着させていくことが肝要
である。ドイツにおいて、年休が100%取得されている要因としては、労働組合の強力な
運動、労働者の余暇意識などと並んで、年休制度が基本的に計画年休である点が挙げられ
る。わが国においても、87年の労基法が改正によって計画年休が導入されて以降、その
普及が進んでいるが、さらに政策的にも強力にこれが推し進められねばならないであろ
う。
次に、多様なタイプの休暇制度の目的を明確化し、年休をも含めて整合的に位置づける
ことである。病気休暇のように、年休を補完する目的を有する休暇もあるが、ボランティ
ア休暇に代表されるように、それ自体労働者の自己実現にとって重要な意義を持つ休暇も
あり、これらが社会的に定着していくならば、「ゆとり社会」の実現に資するところが大
きいと考えられる。このためには、次に述べる社会のあり方とともに労働者の余暇意識を
変えていく施策が問われであろう。
さらに、経済効率性を最優先している社会をいかに変革するかも重要である。こうした
社会と「ゆとり社会」とは基本的に対立すると考えられるが、日本経済の発展を維持しつ
つ「ゆとり社会」を実現するには多面的な角度から社会のあり方を検討する必要があるだ
ろう。
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